
　自分たちが住んでいる石井地域から前方後方墳や多くの
遺物が出土したことが分かり、とても驚きました。
　これからも学習を続け、ふるさと石井の歴史に目を向けて
その魅力を多くの人に発信していきたいです。

前列左から、片岡奈津伎さん（３年）、東浦寧々さん（３年）、
白石桜さん（２年）、久保千晴さん（３年）。後列左から小原
崇聖さん（２年）、水野滉祐さん（３年）、野間晴明さん（３
年）、由利将大さん（３年）

　
「
南
中
学
校
は
、
遺
跡
の
上

に
建
っ
て
い
ま
す
。」

　
今
回
の
ふ
る
さ
と
学
習
に
当

た
っ
て
、
考
古
館
を
訪
問
し
た

際
に
聞
い
た
言
葉
で
す
。
そ
ん

な
こ
と
は
全
く
知
ら
ず
に
日
々

を
過
ご
し
て
い
た
私
た
ち
は
、

「
本
当
に
？
」
と
半
信
半
疑
で

し
た
。

①
前
方
後
方
墳
の
発
掘

　
現
在
の
松
山
南
警
察
署
か
ら

松
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
入

口
に
通
じ
る
道
路
の
周
辺
か
ら

は
、
多
く
の
竪た

て
あ
な穴
住
居
跡
の
ほ

か
に
、
前
方
後
方
墳
も
発
掘
さ

れ
ま
し
た
。
前
方
後
方
墳
と
は
、

古
墳
（
昔
の
王
族
や
集
落
の
首

長
の
た
め
の
墓
）
の
墳
形
の
一

種
で
、
特
に
古
墳
時
代
前
期
の

東
日
本
に
多
く
存

在
し
て
い
た
と
さ

れ
る
墳
形
で
す

が
、
中
国
・
四
国

地
方
に
も
多
く
存

在
し
、
中
で
も
出

雲
地
方
で
は
古
墳

時
代
を
通
じ
て
前

方
後
方
墳
が
築
か

れ
て
い
た
そ
う
で

す
。
北
井
門
で
発

掘
さ
れ
た
前
方
後

方
墳
も
古
墳
時
代

の
前
期
に
当
た
る

３
世
紀
ご
ろ
に
築

か
れ
た
も
の
と
さ

れ
て
お
り
、
今
か

ら
約
１
８
０
０
年

前
に
は
前
方
後
方

墳
を
築
く
ほ
ど
の

リ
ー
ダ
ー
を
有
す

る
大
き
な
集
落

が
、
私
た
ち
の
住

む
石
井
地
域
に
は

存
在
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

②
南
中
学
校
構
内
の

　
発
掘
調
査

　
私
た
ち
の
通
う
南
中
学
校
で

も
、
昭
和
61
年
に
２
度
目
の
発

掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
発

見
さ
れ
た
の
は
、
弥
生
時
代
か

ら
古
墳
時
代
の
集
落
跡
で
す
。

体
育
館
の
そ
ば
で
は
、
弥
生
時

代
前
期
の
「
溝
」
が
検
出
さ
れ

ま
し
た
（
幅
１
～
３
㍍
、
深
さ

30
㌢
）。
溝
か
ら
は
、
弥
生
時

代
前
期
の
土
器
、
紡ぼ

う
す
い
し
ゃ

錘
車
（
糸

を
紡
ぐ
た
め
の
道
具
）、
石せ

き

斧ふ

（
石
の
斧お

の

）、
土
掘
具
な
ど
、
約

70
点
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

③
椿
神
社

　
南
中
学
校
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ

る
伊い

豫よ

豆ず

比ひ
こ
の
み
こ
と

古
命
神
社
（
椿
神

社
）
に
は
、
伊
豫
豆
比
古
命
・

伊い

豫よ

豆ず

比ひ
め
の
み
こ
と

売
命
・

伊い

よ与
主ぬ

し
の

命み
こ
と

・
愛え

比ひ
め
の
み
こ
と

売
命
が
祀ま

つ

ら

れ
て
い
ま
す
。

宮
司
さ
ん
に
よ

る
と
、
本
殿
の

真
下
に
は
円
墳

の
存
在
が
確
認

さ
れ
て
お
り
、

そ
の
内
部
に
は

二
つ
の
石
室
が

あ
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
そ
の

周
り
の
杜も

り

か
ら
は
大
型
器
台

な
ど
が
出
土
し
て
お
り
、
お

米
な
ど
、
神
様
へ
お
供
え
す

る
も
の
を
置
く
道
具
と
し
て

使
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

④
⑤
東
石
井
、カ
メ
リ
ア

　
　
通
り
の
発
掘
調
査

　

南
中
学
校
の
そ
ば
に
あ
り
、

石
井
小
学
校
に
面
し
て
い
る
カ

メ
リ
ア
通
り
で
は
、
道
路
の
建

設
に
伴
い
、
平
成
13
～
14
年
に

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

石
井
小
学
校
の
北
側
で
は
、
弥

生
時
代
後
期
の
竪
穴
住
居
、
井

戸
の
ほ
か
、
古
墳
時
代
の
掘

立
柱
建
物
（
地
面
に
穴
を
掘

り
、
そ
こ
に
柱
を
建
て
た
建

物
）、
溝
、
古
代
の
溝
な
ど
が

検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
は
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
な
っ
て
い
る

場
所
の
周
辺
か
ら
は
、
弥
生
時

代
中
期
か
ら
後
期
の
土
器
や
石

器
が
数
多
く
出
土
し
て
お
り
、

そ
の
中
に
は
、
石
包
丁
や
石
斧

な
ど
が
あ
り
備び

ん
ご後
（
広
島
県
東

部
）
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
鉢
形

土
器
も
出
土
し
て
い
ま
す
。
加

え
て
、
石
器
の
中
に
は
未
製
品

も
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
遺
跡
の
周
辺
に
は
石
器
の

製
作
に
携
わ
っ
た
集
団
が
い
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　松
山
の
先
人
や
文
化
に
関

す
る
心
に
響
く
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
ま
と
め
た
教
材
集
で
す
。

一
話
が
10
〜
14
ペ
ー
ジ
程
度

で
、
気
軽
に
松
山
ゆ
か
り
の

先
人
の
足
跡
や
文
化
に
親
し

む
こ
と
が
で
き
、市
立
図
書
館

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

先
人
と
文
化
の
読
み
物
教
材

「
語
り
継
ぎ
た
い

 

ふ
る
さ
と
松
山 

百
話

　
　
　
　
　 

Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
」

遥か昔の石井地域の姿を多くの人に知ってほしい

　私
た
ち
は
椿
神
社
や
考
古
館
を
訪
問
し
、
石
井
地
域
の
昔
の
姿
に
つ
い
て
北
井
門
・
東
石
井
・
西
石
井
で

そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
を
調
べ
ま
し
た
。
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話を聞きながら熱心にメモを取る生徒ら

発掘された土器


